
世帯特性データのさらなる充実可能性の検討について 資料１
平成30年度以降の子供の学習費調査に関する研究会

（第5回、平成30年7月4日）

第３回研究会までの議論（論点のまとめ）

◎ 本調査の分析の幅を広げるため、世帯特性に係るデータの調査をさらに充実させるべき。

◎ 平成30年度調査から世帯特性データの調査拡充（※）を行っているが、さらに「ひとり親か否か」を集計の観
点に加えることにより、世帯状況の把握が進み、学習費支出の状況分析に資する。
一方で「ひとり親か否か」の調査は、回答者の心理負担に配慮した方法が必要。

◎ また、平成30年度調査から追加する調査項目「兄弟姉妹が通う学校」について、学校の公立・私立の別に
よって教育投資行動に違いがあることから、兄弟姉妹についても通う学校の公立・私立の別を調査することを
追加で検討するべき。

※平成30年度調査から追加した世帯特性調査項目
（1） 主たる生計維持者の最終卒業学校
（2） 保護者が希望する子供の進路（どの学校段階まで進ませたいか）
（3） 兄弟姉妹の数、性別及び調査対象者の出生順位
（4） 兄弟姉妹の学校段階
※ここで調査する「兄弟姉妹」は、調査対象となる保護者と生計を一にする兄弟姉妹に限る。
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世帯特性データ「ひとり親か否か」の把握について

1 母子世帯 未婚、死別又は離別の女親と、その未婚の20歳未満の子供のみから成る一般世帯

2 父子世帯 未婚、死別又は離別の男親と、その未婚の20歳未満の子供のみから成る一般世帯

3 母（父）子世帯（他の世帯員
がいる世帯を含む）

「母子世帯」及び「父子世帯」に、未婚、死別又は離別の女（男）親と、その未婚の20歳未満の子供及
び他の世帯員（20歳以上の子供を除く。）から成る一般世帯を含めた世帯

総務省「平成27年度国勢調査」における定義

➢本調査では、調査対象の幼児・児童・生徒の保護者が「ひとり親か否か」に着目するため、親以外の世帯員がいる場合（上記「3」のケース。
例えば子供の祖父母が同居する場合など）が含まれるか否かに留意する必要がある。
（単に「ひとり親か否か」を質問項目とすると、上記「3」のケースが含まれる可能性がある）

（出典）総務省統計局「国勢調査結果」
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世帯特性データ「ひとり親か否か」の把握について

（出典）総務省統計局「平成27年度国勢調査結果」
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他調査における「ひとり親か否か」の調査手法および統計表での表章例

厚生労働省「平成28年度国民生活基礎調査調査票」より抜粋

総務省「平成27年度国勢調査調査票」より抜粋

同調査の結果の概要において

・世帯類型別の所得
・貯金・借金の状況
・貧困率
・生活意識
など

母子世帯やひとり親世帯での
集計結果が示されている。

（出典）：厚生労働省「平成28年度国民生活基礎調査結果の概要」

国勢調査（総務省）

国民生活基礎調査（厚生労働省）

世帯特性データ「ひとり親か否か」の把握について
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厚生労働省「第6回世帯動態調査調査票」より抜粋

総務省「平成24年度就業構造基本調査調査票」より抜粋

世帯動向調査（厚生労働省）

就業構造基本調査（総務省）

（出典）厚生労働省「第7回世帯動向調査 調査結果のポイント」

世帯特性データ「ひとり親か否か」の把握について

5



世帯特性データ「ひとり親か否か」の把握について

6

【世帯】の定義 ・・・

国勢調査令（昭和55年政令第98号）
第２条第２項 この政令において「世帯」とは、住居及び生計を共にする者の集まり又は独立して住居を維持する単身者をいう。

調査対象の子供と「同一世帯」の者を調査する場合、
単身赴任等により家族と別居している者は、家族の
世帯とは別の単身世帯の世帯員となる。
→同一世帯にある者によって「ひとり親か否か」を
調査することは適切でない。（単身赴任中の保
護者を把握できない可能性）

単身赴任中

同一世帯

単身赴任等により家族と別居している場合でも、（生
活費の送金等がある場合は）「生計を一にする」者として
取り扱われる。

単身赴任中

同一の生計

生活費

→ 保護者等の調査範囲を定めるに当たり、「世帯」の語を用いると、「ひとり親か否か」の把握という目的を
的確に達成できない。そのため、他の語を用いながら、回答者に分かりやすい形で設問する必要。



平成　　年度 子供の学習費調査
保護者調査票（第１回提出分）

※「ひとり親か否か」及び「兄弟姉妹の通う学校の公立／私立別」を追加する場合の案

(1)　以下の項目について，お子さんやご家庭の状況をお答えください。すべて回答欄に，数字（選択肢の番号）又は○印
　をご記入ください。なお，これらの項目は第１回提出分だけでの質問で，第２・３回提出分ではお聞きしません。

1 主たる生計維持者の方の最終卒業学校 １　中学校　　２　高等学校　　３　専門学校
　　を，お答えください。 ４　短期大学・高等専門学校　　５　大学　　６　大学院
 （在学中の方や中途退学した方は，その前の卒業学校をお答えください）

候補 主たる生計維持者の方の他に，調査対象の １　主たる生計維持者の配偶者（お子さんの父又は母）

　　お子さんと生計を一にしている方を，右の ２　主たる生計維持者の親（お子さんの祖父母）

　　表から全て選んで番号でお答えください。 ３　その他の親族等
   ＊「生計を一にしている」は．必ずしも同居している方だけでなく，単身赴任・入院等で一時的に別居している場合も含みます。

   ＊「配偶者」には，事実上夫婦として生活しているが，婚姻届を提出していない場合も含みます。

2 調査対象のお子さんの性別を，お答え
　　ください。

3 将来，調査対象のお子さんを １　中学校まで　　２　高等学校まで　３　専門学校まで
  どの学校段階まで進ませたいですか。 ４　短期大学・高等専門学校まで　　　５　大学まで

６　大学院まで　　７　その他　　　　８　まだ分からない

4 調査対象のお子さんには，ご兄弟・姉妹はいますか。
 （ご兄弟・姉妹は，保護者と生計を一にしている方のみを対象としてください。

  例えば，既に独立した生計を立てている兄・姉がいる場合，その兄・姉は対象となりません。）

4-2 質問4で「１ 兄弟・姉妹がいる」と回答した方のみにお聞きします。
　　保護者の方と生計を一にしている全員のお子さんについて，以下の表にご記入ください。

  （ 例えば，ご家庭にいるお子さんが３人きょうだいである場合，「第一子」「第二子」「第三子」の欄に全て記入してください。）

○印をつけた（調査対象の）お子さんについては，それ以外の欄（性別，通っている学校）は空欄のままでかまいません。

１　男　　２　女

１　いる　　２　いない

調査対象のお子さんに○印を
記入してください。
（○を記入するのは１人だけです。）

回答

回答

回答

回答

それぞれのお子さんが平成30年4月1日現
在で通っている学校等を，右下の１～11
から選び，番号でお答えください。

回答

それぞれのお子さんの性別
を，番号でお答えください。
　　　１　男　　２　女

第七子

第六子

第五子

第四子

第一子

第二子

第三子

１ 未就学（幼稚園，保育所，乳児など）

２ 国・公立小学校 ３ 私立小学校

４ 国・公立中学校 ５ 私立中学校

６ 国・公立高等学校 ７ 私立高等学校

８ 専門学校

９ 短期大学・高等専門学校

10 大学・大学院

11 その他（就業中など）

Ａ案



平成　　年度 子供の学習費調査
保護者調査票（第１回提出分）

※「ひとり親か否か」及び「兄弟姉妹の通う学校の公立／私立別」を追加する場合の案

(1)　以下の項目について，お子さんやご家庭の状況をお答えください。すべて回答欄に，数字（選択肢の番号）又は○印
　をご記入ください。なお，これらの項目は第１回提出分だけでの質問で，第２・３回提出分ではお聞きしません。

1 主たる生計維持者の方の最終卒業学校 １　中学校　　２　高等学校　　３　専門学校
　　を，お答えください。 ４　短期大学・高等専門学校　　５　大学　　６　大学院
 （在学中の方や中途退学した方は，その前の卒業学校をお答えください）

候補 調査対象のお子さんと生計を一にしている １　お子さんの父親　　２　お子さんの母親
　　全員の方を，右の表から選んで番号でお答え ３　お子さんの祖父・祖母　　４　その他の親族等
　　ください。
   ＊「生計を一にしている」は．必ずしも同居している方だけでなく，単身赴任・入院等で一時的に別居している場合も含みます。

2 調査対象のお子さんの性別を，お答え
　　ください。

3 将来，調査対象のお子さんを １　中学校まで　　２　高等学校まで　３　専門学校まで
  どの学校段階まで進ませたいですか。 ４　短期大学・高等専門学校まで　　　５　大学まで

６　大学院まで　　７　その他　　　　８　まだ分からない

4 調査対象のお子さんには，ご兄弟・姉妹はいますか。
 （ご兄弟・姉妹は，保護者と生計を一にしている方のみを対象としてください。

  例えば，既に独立した生計を立てている兄・姉がいる場合，その兄・姉は対象となりません。）

4-2 質問4で「１ 兄弟・姉妹がいる」と回答した方のみにお聞きします。
　　保護者の方と生計を一にしている全員のお子さんについて，以下の表にご記入ください。

  （ 例えば，ご家庭にいるお子さんが３人きょうだいである場合，「第一子」「第二子」「第三子」の欄に全て記入してください。）

○印をつけた（調査対象の）お子さんについては，それ以外の欄（性別，通っている学校）は空欄のままでかまいません。

第一子

第二子

回答

回答

１　男　　２　女

回答

回答

回答

１　未就学(幼稚園，保育所，乳児など)

２　小学校
３　中学校
４　高等学校
５　専門学校
６　短期大学・高等専門学校
７　大学・大学院
８　その他（就業中など）

１　いる　　２　いない

調査対象のお子さんに○印を
記入してください。
（○を記入するのは１人だけです。）

それぞれのお子さんの性別
を，番号でお答えください。
　　　１　男　　２　女

それぞれのお子さんが平成30年4月1日現
在で通っている学校等を，右の１～8から
選び，番号でお答えください。
また，通っている学校の国・公・私立の別
を，以下の１～３から選び，番号でお答
えください。
１　国立　　２　公立　　３　私立

第三子

第四子

第五子

第六子

第七子

Ｂ案


